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研究成果の概要（和文）：　本研究ではまず医療現場において画像資料を収集した。収集した画像データをRIAS、社会
言語学、語用論の３つの方法を用いて分析した。さらに質的研究法と量的研究法に関して、多方面から検討した。RIAS
は基本的に量的研究法に立脚する分析手法である。もう一方の言語学分野の分析手法は、質的な研究を基本にすること
が多い。この両者を融合させるためにマルチモーダルな研究法に注目して新たな分析手法を模索した。また、「医療コ
ミュニケーション教育研究セミナー」を開催して多職種間の学術的交流を図った。なお、データの収集は各研究機関の
倫理委員会の審査を経て行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to investigate three methods, namely RIAS and linguis
tic methodology, to analyze medical interviews. We attempt to integrate these methods and develop a new mu
ltimodal method for the analysis of consideration expressions in medical field. 
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１．研究開始当初の背景 
医療の現場における会話を記録すること
が、医療コミュニケーション研究にとっては
不可欠であるが、その方法には問題点も多い。
従来の方法には、次の(a)～(d)のような問題
が指摘できる。 
(a)コーディングの方法に関する問題。 
(b)医療を実践している地域の文化的特色を
いかに反映するかという問題。 
(c)非言語コミュニケーションを分析対象と
していないという問題。 
(d)「何を話すか」という点に重点が置かれ、
「いかに話すか」という観点が弱いという問
題。 
このような問題点が、例えば RIASという
方法には残っている。すなわち、RIAS だけ
では医療コミュニケーションの実相をすべ
て解明することはできないということを意
味している。RIAS という研究方法は世界標
準になろうとしているが、同時に方法論的な
限界もあるということである。医療コミュニ
ケーション研究の目標は、医療現場でのコミ
ュニケーションを分析し、そこで行なわれて
いる言語・非言語コミュニケーションの諸特
徴を解明することである。そのためには、量
的・質的な研究方法を総動員する必要がある。
RIAS は確かに有力な分析手段であるが、そ
れだけでは足りない。さらに有効な分析手法
を開発する必要があると考えた。とくに日本
語に特徴的な配慮表現は、その表現形式が多
彩であるため、全容を記述することが大変に
難しい。 
 
２．研究の目的 
本研究では３つの目標を設定した。(1)医療
分野で標準的分析手法となっている RIAS 
と言語学分野の方法論とを融合させて、医療
コミュニケーションの全容を明らかにする
ためのアプローチ方法を開発すること。(2)
医療現場のデータを対象とすることによっ
て、これまでの知見を検証すると同時に、医
療コミュニケーションの新たな特徴を発見
すること。(3)本研究を契機として、医療従事
者と言語学者との交流を深め、領域の垣根を
越えた共同研究の場を醸成すること。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、医療場面の映像と音声を、
RIAS、社会言語学、語用論という３つの手
法を用いて分析し、その分析結果を比較検討
した。(1)分析対象とする言語／非言語事象の
異同、(2)言語形式の解釈、(3)コンテクストの
利用方法などの観点から方法論間の対照研
究を行った。医療場面としては、歯科の診療
と歯科衛生士の保健指導を、10 場面記録し
た。性別、年齢、症状、治療歴などの情報を
勘案して、さまざまな事例が含まれるよう配
慮した。また、「医療コミュニケーション教
育研究セミナー」を開催して本研究に参加し
ている研究者がそれぞれの研究成果を報告

して討議を行った。医療コミュニケーション
の研究者を招聘し、本研究の成果と今後の課
題について助言を求めた。 
 
４．研究成果 
 3 年間の研究期間中に二つの成果を上げる
ことができたと考えている。一つは、医療分
野で標準的分析手法となっている RIAS と
言語学分野の方法論とを融合させて、医療コ
ミュニケーションの全容を明らかにするた
めのアプローチ方法を開発するという目標、
もう一つは、本研究を契機として医療従事者
と言語学者との交流を深め、学問領域の垣根
を越えた共同研究の場を醸成するという目
標である。 
 質的研究法と量的研究法に関して多方面
から検討し、その本質的な違いに迫ることが
できた。RIAS は基本的に量的研究法に寄っ
て立つ分析手法である。もう一方の言語学分
野の分析手法は、質的な研究を基本にするこ
とが多い。この両者を融合させるために、マ
ルチモーダルな研究手法を模索にした。 
 本研究で注目したマルチモーダル（マルチ
モダリティ）研究においては、コミュニケー
ションは、言語やジェスチャー、視線、頭の
動き、表情など、複数の資源の調和の取れた
絡み合いによって、一つの発話の構築が達成
されると考える。言語（統語構造）は会話に
おける行為を具現化するために用いられる
記号的資源の一つに過ぎないという言い方
もできる。配慮表現についても、言語面だけ
でなく、非言語的な要素も含めて考察すべき
だと考えた。 
 さらに「医療コミュニケーション教育研究
セミナー」を開催して研究者間の学術的な交
流を図った。本研究の研究代表者並びに研究
分担者、連携研究者と他機関の医療コミュニ
ケーション研究者が一堂に会して研究発表
を行い、それぞれの発表内容について検討し
た。また、研究成果を教育の現場に還元する
取り組みも行った。医療コミュニケーション
の教授方法を活用したプロフェッショナリ
ズム教育を導入することにより、社会の求め
る歯科医療人の育成に寄与できる教育研究
も行っている。 
なお、データの収集を行う際には、事前に
本研究の趣旨を十分説明し（説明と同意）、
同意の得られた者についてのみ実施した。研
究代表者・研究分担者ならびに連携研究者は
守秘義務を遵守することを確認した。もちろ
ん、倫理委員会の審査を経ていることを申し
添える。 
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